
平成２２年11月20日（土）、サイエンスアゴラ2010（会場：東京国際交流館）に

おいて、WPI全拠点と日本学術振興会が合同で企画したワークショップ「一緒に考え

よう！ 日本の未来戦略」を開催、WPIプログラムを題材に、日本が科学技術立国とし

て世界をリードしていくために何が必要か、ディスカッションを行いました。

進行は、多摩六都科学館館長の高柳雄一氏にお願いし、当機構の一杉太郎准教授を含

む4名の話題提供者から、それぞれの視点でプレゼンテーションして頂いた後、参加

くださった会場の方々からも意見を募り議論を進めました。世界の研究拠点との対比、

WPIが今後整備していくべき環境、人材育成、イノベーションを創出するための一般

市民との関わりの重要性など、活発に意見が交わされました。

当日の様子をまとめたものが、日本学術振興会のホームページ

http://www.jsps.go.jp/j-toplevel/index.html

で公開されていますので、是非ご覧ください。

http://www.jsps.go.jp/j-toplevel/data/agorareport.pdf

から直接ダウンロードすることもできます。

サイエンスアゴラ2010

東北大学原子分子材料科学高等研究機構

ご参加くださった皆様、ありがとうございました。


